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STRDESIGN  V15.1 バージョンアップ項目について  

No 区分 詳細 

1 全般 ウィザード形式で物件情報、基本情報、建物構造、高さ情報、計算目的、計算内容の
設定が行え、複数のプロパティを一括して設定・変更することが出来ます。 
また、計算の目的を下記５パターンより選択することにより、計算で不要な入力項目は
メニューが淡色表示となります。 
(1)４６条壁量計算（４号特例、確認申請申込） 
(2)性能表示壁量計算（長期優良：２階建まで） 
(3)梁断面算定（住宅瑕疵担保） 
(4)性能表示壁量計算＋梁断面算定（２階建まで） 
(5)許容応力度計算 

2 全般 構造計算内容のカスタマイズ機能の対応 
ウィザード形式で構造計算書の下記の章ごとに記載する内容を設定することが出来ま
す。 
(1)一般事項 
(2)図面 
(3)耐力壁の設計 
(4)床倍率の算定 
(5)接合部の設計 
(6)各部の設計 
(7)基礎の設計 
(8)その他 
(9)添付図面 

3 全般 性能表示壁量計算の対応 
住宅性能表示の「構造の安定に関すること」に対応しました。 
対象物件は２階建てまでです。斜め壁は計算時に警告を出力して無視されます。 
新たに追加した機能は以下の４項目です。 
(1) A 壁 B壁 N値計算法（告示1460号）の対応 
(2)性能表示に定める壁量の算定の対応 
(3)床倍率のチェック（壁線間隔および床倍率の判定）の対応 
(4)接合部の検討（胴差と通し柱、継手・仕口）の対応 

4 全般 検定比図、応力図、断面検定表の標準出力対応 
許容応力度計算における計算書に、標準で検定比図、応力図、断面検定表を出力で
きます。また、見付面積計算式図と床面積計算式図も出力できるようになりました。 

5 全般 大型物件の対応 
構造計算の延床面積制限を 500 ㎡から 2000 ㎡に拡張しました。 
（構造自動設計、混構造、グリッドポスト基礎工法、耐震シミュレータの各オプションは
拡張対象外で 500 ㎡のままとなりますのでご注意下さい） 

6 全般 屋根の流れ方向拡張 
屋根入力の際の流れ方向を東西南北４方向の各方向で-33.75°から 45°まで
11.25°刻みに 8種類の修正角を設定することが出来ます。 

7 全般 基礎スパン表による基礎の検討の対応 
計算目的が、「梁断面算定」または「性能評価壁量計算＋梁断面算定」の場合、（財）
日本住宅・木材技術センター殿発行の「木造軸組工法住宅の横架材及び基礎のスパ
ン表」に準拠した基礎の検定が行えます。 

8 入力 床組自動生成機能の追加 
入力した間取りから部屋単位に根太あり床または根太レス床を自動設定するコマンド
を追加しました。階段、吹抜、内部土間など床組が不要な箇所も自動で判別します。 

9 入力 アーキトレンドデータ連携の強化 
アーキトレンドのFXデータから STRDESIGNのデータに連携する部材項目を拡張しま
した。 
また、ファイルメニューから起動して変換処理からインポートを一連処理で行えます。 

10 入力計算 めり込み防止プレートの対応 
柱プロパティに「めり込み検討フラグ」を追加し“検定しない”にすると、めり込みの検討
から除外されます。 
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11 構造計算書 水平構面仕様のせん断耐力表記対応 
水平構面の許容せん断耐力を床倍率と併記するようにしました。 
また、これに伴い床倍率は小数点以下３桁まで表記します。 

12 図面出力 見付面計算式図の水平力検討時対応 
計算書および図面出力（A3）に見付面計算式図を記載するようにしました。 
許容応力度計算の際に“計算・出力の内容”で「見付面積の分割位置」を“当該階の
FL+階高の 1/2”とした場合、見付面計算式図は４６条用（FL+1.35ｍ）と、水平力用
（FL+階高の 1/2）の２種類が記載されます。 

13 図面出力 柱頭柱脚金物配置図の金物記号描画位置切替対応 
一部金物工法の場合、柱頭柱脚金物配置図で描画される在来金物と金物工法金物
の位置を 
(1) 柱位置の枠内に在来金物を描画（金物工法金物は枠外の斜め上下に描画） 
(2) 柱位置の枠内に金物工法金物を描画（在来金物は枠外の斜め上下に描画） 

のどちらかを選択できるようになりました。(但し、許容応力度計算時のみ) 
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１．ウィザード（対話）形式画面対応と計算目的の設定による入力項目の制御 
ツリーメニューの設定コマンドで、設定が必須の項目をウィザード形式画面から入力

できるようにしました。 
    [物件情報ウィザード画面の例] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、計算目的を設定することで、不要な入力項目はツリーメニューが淡色表示とな

ります。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算目的の変更は 
・計算目的ｳｨｻﾞｰﾄﾞ画面 
・ﾂﾘｰﾒﾆｭｰ上ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰ 
どちらでも可能です。 
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２．構造計算内容のカスタマイズ機能 
前述の『計算目的ウィザード』画面に連動した『計算内容選択ウィザード』画面で計

算内容を選択するほか、『計算書選択ウィザード』で計算書の出力内容を予め設定する

ことが可能です。これにより、章ごとに記載する内容を設定することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算目的ウィザード 

計算書選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞ画面一覧 
(1)一般事項 
(2)図面 
(3)耐力壁の設計 
(4)床倍率の算定 
(5)接合部の設計 
(6)各部の設計 
(7)基礎の設計、その他 
(8)添付図面 
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３．性能表示壁量計算の対応 
住宅性能表示の「構造の安定に関すること」に対応しました。 
対象物件は２階建てまでです。斜め壁は性能表示壁量計算では警告が出て無視されま

す。（予め XY方向に分解した耐力壁を設定して下さい。） 
 
 (1)A壁 B壁N値計算法（告示 1460号）の対応 
  柱頭柱脚接合部について、告示 1460号によるN値計算を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2)性能表示に定める壁量の算定 
  性能表示に定める地震力および風圧力による必要壁量を等級に応じて算定します。 
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(3)床倍率のチェック（壁線間隔および床倍率の判定） 
耐震等級が２以上の場合に床倍率のチェックを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (4)接合部の検討（胴差と通し柱、継手・仕口）の対応 
『性能表示壁量計算＋梁断面算定』の場合、A壁 B壁 N値計算法の計算結果に「胴差
と通し柱のチェック」、床倍率のチェックに「床梁・小屋梁の継手・仕口のチェック」

が併記されます。 
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４．検定比図、応力図、断面検定表の標準出力対応 
許容応力度計算における計算書に、標準で検定比図、応力図、断面検定表を出力できま

す。また、見付面積計算式図と床面積計算式図も出力できるようになりました。 
更に、カスタマイズ機能で出力有無を制御することも可能となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［断面検定表（柱）］ ［軸組断面検定比図（短期）］ 
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５．大型物件の対応 
延床面積制限を 500㎡から 2000㎡に拡張しました。 
（構造自動設計、混構造、グリッドポスト基礎工法、耐震シミュレータの各オプション 

は拡張対象外で 500㎡のままとなりますのでご注意下さい） 

大型物件を扱う場合の注意点は以下のとおりです。 
・基礎の検討は必ず行って下さい。 
・計算書内の図面は小さくなりますので、Ａ３図面でご確認下さい。 
・通り記号（番付文字）は X1などの半角文字をご利用下さい。 

 
 
６．屋根流れ方向の拡張 

屋根入力の際の流れ方向を東西南北の各方向で-33.75°から 45°まで 11.25°刻みに８
種類の修正角を設定することができます。 
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７．基礎スパン表による基礎の検討の対応 
（財）日本住宅・木材技術センター様発行の「木造軸組工法住宅の横架材及び基礎のスパ

ン表」（平成 23年 5月 第１版）の“第３部 基礎スパン表”に対応しました。 
計算目的が「梁断面算定」または「性能表示壁量計算＋梁断面算定」で算定できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「計算・出力の内容」、「計算内容選択ウィザード」のどちらでも選択が可能です。 

 
 
 
 
 
   ［計算書目次ｲﾒｰｼﾞ］ 
 
 
 
 
 
                   ［計算書：基礎の設計：べた基礎底盤の検討］ 
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８．床組自動生成機能の追加 
入力した間取りから部屋単位に「根太あり床」または「根太レス床」を自動設定するコマ

ンドを追加しました。 
階段、吹抜、玄関（内部土間）など床組が不要な箇所も自動で判断します。 
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９．アーキトレンドデータ連携の強化 
アーキトレンドの FXデータから STRDESIGNのデータに連携する部材項目を拡張しま
した。また、ファイルメニューから起動して変換処理からインポートまで一連で処理を行

えます。 
                       ［連携項目一覧］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．めり込み防止プレートの対応 
柱プロパティに「めり込み検討フラグ」を追加し、“検討しない”にすると、めり込み

の検討から除外されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当該柱プロパティのめり込み検討フラグを「検討しない」に変更 
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１１．水平構面仕様のせん断耐力表記対応 
水平構面の許容せん断耐力を床倍率と併記するようにしました。 
また、これに伴い床倍率は小数点以下３桁まで表記します。 

 
 
 
 
 
 
１２．見付面積計算式図の水平力検討時対応 
計算書および図面出力（A3）に見付面積計算式図を記載するようにしました。 
許容応力度計算の際に“計算・出力の内容”で「見付面積の分割位置」を“当該階の FL+
階高の 1/2”とした場合、見付面積計算式図は４６条用（FL+1.35m）と、水平力用（FL+ 
階高の 1/2）の２種類を作成します。 
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１３．柱頭柱脚金物配置図の金物記号描画位置切替対応 
一部金物工法の場合、柱頭柱脚金物配置図で描画される在来金物と金物工法金物の位置を 
 (1) 柱位置の枠内に在来金物を描画（金物工法金物は枠外の斜め上下に描画） 
 (2) 柱位置の枠内に金物工法金物を描画（在来金物は枠外の斜め上下に描画） 
のどちらかを選択できるようにしました。（ただし、許容応力度計算時のみ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左記ﾌﾗｸﾞを「1-枠外」に切替え 


